
 

発     言     通     告     書 

    令和 7年 12月 2日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 渡 邉 啓 之 

次のとおり通告します。    

発言順位 １２ 受領日時 12月 2日 午前・午後 8時 55分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 ファミリーシップ制度について （１）災害弔慰金及び災害見舞金の支給対象者の配偶者には、事実婚 

   の配偶者だけでなく、同性パートナーも含まれるのか。 

  （２）ファミリーシップ制度開始に伴い、医療機関や不動産業者などの 

   民間事業者に対し、どのような働きかけを行ってきたのか。 

   また、その結果として、どのような協力体制が構築されているのか。 

  （３）他の自治体との連携の状況について 

   

2 児童育成支援拠点事業について （１）本事業で受け入れた子どもへの支援の現状について伺う。 

  （２）本事業の利用により子どもや保護者にどのような効果が見込まれて 

   いるのか。 

  （３）職員体制や家庭支援の必要性など、事業運営における課題につ 

   いてどのように認識しているのか。 

  （４）今後の事業展開に対する市の考えについて 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


